
財政援助団体等監査結果報告書 

１ 監査の対象  団 体  公益財団法人小松市まちづくり市民財団 

         補助金  小松総合体育館管理運営事業補助金 

所管課  国際文化交流部スポーツ育成課 

２ 選定理由 

  小松総合体育館管理運営事業補助金は、前回の監査実施から一定の期間を経て

いることから監査対象とした。なお、前回は平成 25 年度に実施している。 

３ 監査の種別   財政援助団体等監査 

４ 監査実施日   令和６年 12 月 24 日 

５ 監査実施場所  小松総合体育館 

６ 監査の範囲   令和５年度補助金にかかる出納とその他の事務事業の執行状況 

７ 監査の実施体制 監査委員 西村 一伸 

          監査委員 表  靖二 

８ 監査の実施手続 

   監査にあたっては、あらかじめ必要と認めた事項を要記した監査資料及び関係

帳票の提示を求め、学識経験者及び監査委員事務局職員が補助金に関する内容等

の閲覧、帳簿突合、質問及び現地確認等の予備監査を行った。 

   監査当日は小松総合体育館において、公益財団法人小松市まちづくり市民財団

関係職員並びに所管課である国際文化交流部長ほかスポーツ育成課職員同席の下、

監査資料に基づき説明を受けた後、事務の執行状況等を聴取するとともに、質疑

応答を交わした。 

   なお、この財政援助団体等監査において、地方自治法第 199 条第８項の規定に

より学識経験者として、北陸税理士会小松支部所属の税理士を選任し、予備調査

を依頼した。その調査結果及び意見を聴き、これを監査の参考とした。 

９ 監査の着眼点 

監査の主な着眼点は次の通りである。 

（１）補助金等の交付目的及び補助等対象事業の内容は明確か。また、公益上の必要

性は十分か。 

（２）事業は、計画及び交付条件に従って実施され、十分効果が上げられているか。ま

た、補助金等が補助等対象事業以外に流用されていないか。 

（３）出納関係帳票等の整備、記帳は適正になされているか。また、領収書等の証拠書

類の整備、保存は適切か。 

（４）補助金等に係る収支の会計経理は適正か。 



（５）団体の監査役や監事は、独立性が確保され、有効に機能しているか。 

（６）補助金等交付団体に対する所管課の指導監督は適切に行われているか。 

10 監査の結果 

補助金にかかる出納その他の事務の執行は、監査を実施した範囲においておおむ

ね良好に執行がなされていると認められた。事務処理上にわたる注意事項につい

ては、監査の過程において当事者に指導したので本書には省略した。 

 

11 監査の結果に添える意見 

  ＜公益財団法人小松市まちづくり市民財団＞ 

生涯にわたり誰もがスポーツに親しむことができる環境づくりは、小松市スポー

ツ推進計画が掲げる重要テーマであり、小松総合体育館においては、市民の多様な

スポーツへの参加機会の充実に大いに寄与している。 

当該施設は、競技フロア、ランニングコース、トレーニング室、トランポリン室

などを有し、日常的にさまざまなスポーツを体験できる施設として、近隣に存する

末広体育館や小松市武道館とともに、子どもから高齢者までの幅広い世代が利用

できる施設環境を備えている。 

こうした好立地環境を踏まえ、当該施設の一層の有効活用を図るためには、利用

者の年齢層、人数、利用形態、利用率、設備の特徴などをもとに、利用実態や利用

ニーズを的確に把握した上で小松総合体育館の事業計画を策定し、具体的な目標

を定め、必要な検証を繰り返しながらより満足度の高い施設運用を図ることが求

められる。なお、今回の監査では、トレーニング室の運用について、誰もが利用し

やすい環境づくりの必要性を認識したところであり、特定の利用者に偏ることの

ないよう工夫や配慮を取り入れ、今後に活かしていただきたい。 

また、当該施設の魅力情報を継続的に発信し、潜在利用者の掘り起こしを行うな

どにより、本市のさらなるスポーツ振興に新たな価値を添えることに期待したい。 


